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(57)【要約】
【課題】会議資料に追加された追加情報の活用性を高め
ることができる情報処理システム、情報登録方法、会議
装置及びプログラムを提供することを課題とする。
【解決手段】会議装置と、文書管理装置と、複数の端末
装置とが、ネットワークを介して接続される情報処理シ
ステムであって、会議装置が開催する電子会議の情報と
、電子会議において複数の端末装置間で共有されるコン
テンツと、複数の端末装置においてコンテンツに追加さ
れた追加情報とを会議情報として管理する手段と、会議
装置が管理している会議情報を文書管理装置で管理でき
る形態の文書情報で文書管理装置に登録し、会議装置の
管理から文書管理装置の管理に移行させる手段と、文書
情報を管理する手段と、文書情報に含まれる追加情報を
使用し、コンテンツに追加された追加情報を視覚的に端
末装置に表示させる手段とを有することにより、上記課
題を解決する。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　会議装置と、文書管理装置と、複数の端末装置とが、ネットワークを介して接続される
情報処理システムであって、
　前記会議装置が開催する電子会議の情報と、前記電子会議において前記複数の端末装置
間で共有されるコンテンツと、前記複数の端末装置において前記コンテンツに追加された
追加情報とを会議情報として管理する会議情報管理手段と、
　前記会議装置が管理している前記会議情報を前記文書管理装置で管理できる形態の文書
情報で前記文書管理装置に登録し、前記会議装置の管理から前記文書管理装置の管理に移
行させる文書登録手段と、
　前記文書情報を管理する文書情報管理手段と、
　前記文書情報に含まれる前記追加情報を使用し、前記コンテンツに追加された追加情報
を視覚的に前記端末装置に表示させる表示制御手段と
を有することを特徴とする情報処理システム。
【請求項２】
　前記文書登録手段は、前記会議情報に含まれる前記追加情報の少なくとも一部を前記文
書情報に含まれる特性情報として設定すること
を特徴とする請求項１記載の情報処理システム。
【請求項３】
　前記情報登録手段は、前記会議情報に含まれる前記追加情報の一部と前記コンテンツと
を一つに統合して前記文書情報により表される文書として設定すること
を特徴とする請求項２記載の情報処理システム。
【請求項４】
　前記文書登録手段は、前記会議情報に含まれる前記電子会議の情報に基づき、前記電子
会議の参加者が前記端末装置から前記文書情報にアクセスできるようにアクセス権を設定
すること
を特徴とする請求項１乃至３何れか一項記載の情報処理システム。
【請求項５】
　前記文書登録手段は、前記複数の端末装置において前記コンテンツに前記追加情報を追
加した会議の参加者が前記端末装置から前記文書情報にアクセスできるようにアクセス権
を設定すること
を特徴とする請求項１乃至３何れか一項記載の情報処理システム。
【請求項６】
　前記文書情報に含まれる前記追加情報を使用し、前記追加情報が追加された前記コンテ
ンツを検索する検索手段
を更に有することを特徴とする請求項１乃至５何れか一項記載の情報処理システム。
【請求項７】
　前記文書登録手段は、前記会議情報に含まれる前記追加情報のうち手書き情報を前記コ
ンテンツに統合して前記文書情報により表される文書データとして設定し、前記追加情報
のうち付箋情報を前記文書情報に含まれるプロパティ情報として設定すること
を特徴とする請求項３記載の情報処理システム。
【請求項８】
　前記表示制御手段は、前記コンテンツに追加された手書き情報を、前記文書情報により
表される文書データにより表示し、前記コンテンツに追加された付箋情報を、前記プロパ
ティ情報により表示すること
を特徴とする請求項７記載の情報処理システム。
【請求項９】
　会議装置に搭載されるプログラムと、文書管理装置に搭載されるプログラムと、複数の
端末装置とが、ネットワークを介して接続される情報処理システムであって、
　前記会議装置が開催する電子会議の情報と、前記電子会議において前記複数の端末装置
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間で共有されるコンテンツと、前記複数の端末装置において前記コンテンツに追加された
追加情報とを会議情報として管理する会議情報管理手段と、
　前記会議装置が管理している前記会議情報を前記文書管理装置で管理できる形態の文書
情報で前記文書管理装置に登録し、前記会議装置の管理から前記文書管理装置の管理に移
行させる文書登録手段と、
　前記文書情報を管理する文書情報管理手段と、
　前記文書情報に含まれる前記追加情報を使用し、前記コンテンツに追加された追加情報
を視覚的に前記端末装置に表示させる表示制御手段と
を有することを特徴とする情報処理システム。
【請求項１０】
　会議装置と、文書管理装置と、複数の端末装置とが、ネットワークを介して接続される
情報処理システムにおける情報登録方法であって、
　前記会議装置が開催する電子会議の情報と、前記電子会議において前記複数の端末装置
間で共有されるコンテンツと、前記複数の端末装置において前記コンテンツに追加された
追加情報とを会議情報として管理するステップと、
　前記会議装置が管理している前記会議情報を前記文書管理装置で管理できる形態の文書
情報で前記文書管理装置に登録し、前記会議装置の管理から前記文書管理装置の管理に移
行させるステップと、
　前記文書情報を管理するステップと、
　前記文書情報に含まれる前記追加情報を使用し、前記コンテンツに追加された追加情報
を視覚的に前記端末装置に表示させるステップと
を有することを特徴とする情報登録方法。
【請求項１１】
　会議装置と、文書管理装置と、複数の端末装置とが、ネットワークを介して接続される
情報処理システムに含まれる会議装置であって、
　前記会議装置が開催する電子会議の情報と、前記電子会議において前記複数の端末装置
間で共有されるコンテンツと、前記複数の端末装置において前記コンテンツに追加された
追加情報とを会議情報として管理する会議情報管理手段と、
　前記会議装置が管理している前記会議情報を前記文書管理装置で管理できる形態の文書
情報で前記文書管理装置に登録し、前記会議装置の管理から前記文書管理装置の管理に移
行させる文書登録手段と、を有し、
　前記文書管理装置に、前記文書情報に含まれる前記追加情報を使用して、前記コンテン
ツに追加された追加情報を視覚的に前記端末装置に表示させること
を特徴とする会議装置。
【請求項１２】
　会議装置と、文書管理装置と、複数の端末装置とが、ネットワークを介して接続される
情報処理システムに含まれる会議装置を、
　前記会議装置が開催する電子会議の情報と、前記電子会議において前記複数の端末装置
間で共有されるコンテンツと、前記複数の端末装置において前記コンテンツに追加された
追加情報とを会議情報として管理する会議情報管理手段、
　前記会議装置が管理している前記会議情報を前記文書管理装置で管理できる形態の文書
情報で前記文書管理装置に登録し、前記会議装置の管理から前記文書管理装置の管理に移
行させる文書登録手段、として機能させ、
　前記文書管理装置に、前記文書情報に含まれる前記追加情報を使用して、前記コンテン
ツに追加された追加情報を視覚的に前記端末装置に表示させること
を特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、情報処理システム、情報登録方法、会議装置及びプログラムに関する。
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【背景技術】
【０００２】
　従来、会議資料を画面表示しながら議論を行う電子会議において、議論に関連して残し
ておきたいメモ等の画面イメージを、簡単な操作によって当該議論に関する表示内容と関
連付けて管理する電子会議システムが知られている（例えば特許文献１参照）。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　電子会議システムは、会議資料に手書きメモを書き込む機能や付箋を貼り付ける機能が
設けられている場合がある。しかしながら、従来の電子会議システムでは会議資料に書き
込まれた手書きメモや貼り付けられた付箋などの会議終了後の活用性を高めることが考慮
されていなかった。
【０００４】
　本発明は、上記の点に鑑みなされたもので、会議資料に追加された追加情報の活用性を
高めることができる情報処理システム、情報登録方法、会議装置及びプログラムを提供す
ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記目的を達成するため、本願請求項１は、会議装置と、文書管理装置と、複数の端末
装置とが、ネットワークを介して接続される情報処理システムであって、前記会議装置が
開催する電子会議の情報と、前記電子会議において前記複数の端末装置間で共有されるコ
ンテンツと、前記複数の端末装置において前記コンテンツに追加された追加情報とを会議
情報として管理する会議情報管理手段と、前記会議装置が管理している前記会議情報を前
記文書管理装置で管理できる形態の文書情報で前記文書管理装置に登録し、前記会議装置
の管理から前記文書管理装置の管理に移行させる文書登録手段と、前記文書情報を管理す
る文書情報管理手段と、前記文書情報に含まれる前記追加情報を使用し、前記コンテンツ
に追加された追加情報を視覚的に前記端末装置に表示させる表示制御手段とを有すること
を特徴とする。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明の実施の形態によれば、会議資料に追加された追加情報の活用性を高めることが
できる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本実施形態に係る情報処理システムの一例の構成図である。
【図２】本実施形態に係るコンピュータシステムの一例のハードウェア構成図である。
【図３】本実施形態に係る会議サーバの一例の処理ブロック図である。
【図４】本実施形態に係る文書管理サーバの一例の処理ブロック図である。
【図５】本実施形態に係るクライアント端末の一例の処理ブロック図である。
【図６】参加者の操作するクライアント端末の一例の画面イメージである。
【図７】参加者の操作するクライアント端末の他の例の画面イメージである。
【図８】会議資料に対して追加情報を追加する処理の一例の説明図である。
【図９】付箋を会議資料に貼り付ける処理の一例のフローチャートである。
【図１０】会議資料の保管の設定を行う処理の一例のフローチャートである。
【図１１】文書管理サーバへの登録処理の一例のフローチャートである。
【図１２】会議情報と文書情報との関係を表した一例の説明図である。
【図１３】文書管理サーバでアクセス権を設定する画面の一例のイメージ図である。
【図１４】検索画面の一例のイメージ図である。
【図１５】検索画面の他の例のイメージ図である。
【図１６】検索画面の他の例のイメージ図である。
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【図１７】文書一覧画面の一例のイメージ図である。
【図１８】ビューア画面の一例のイメージ図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　次に、本発明の実施の形態について、詳細に説明する。
［第１の実施形態］
　＜システム構成＞
　図１は本実施形態に係る情報処理システムの一例の構成図である。図１の情報処理シス
テム１は、会議サーバ１０、文書管理サーバ１１、タブレットＰＣ１２、ノートＰＣ１３
及びインタラクティブボード１４が、ＬＡＮ（Local Area Network）などのネットワーク
Ｎ１に接続される構成を一例として示している。タブレットＰＣ１２、ノートＰＣ１３及
びインタラクティブボード１４はクライアント端末１５の一例である。
【０００９】
　会議サーバ１０は、例えば複数のコンピュータ上で動作するソフトウェアやサービスで
あってもよい。また、会議サーバ１０は１つのコンピュータ上で動作するソフトウェアや
サービスであってもよい。会議サーバ１０は例えばクラウドサービスの形態をとることも
できる。会議サーバ１０は会議に関する後述の各種処理を行う。
【００１０】
　文書管理サーバ１１は、例えば複数のコンピュータ上で動作するソフトウェアやサービ
スであってもよい。また、文書管理サーバ１１は１つのコンピュータ上で動作するソフト
ウェアやサービスであってもよい。文書管理サーバ１１は例えばクラウドサービスの形態
をとることもできる。文書管理サーバ１１は文書管理に関する後述の各種処理を行う。
【００１１】
　クライアント端末１５は会議の参加者が操作する情報処理装置である。クライアント端
末１５は例えばデスクトップパソコンやスマートフォン等であってもよい。なお、図１で
はクライアント端末１５が３台である例を示したが、３台以外であってもよい。
【００１２】
　会議資料は予め会議の参加者などが会議サーバ１０に登録しておく。例えばクライアン
ト端末１５は会議の参加者から会議資料を含む会議情報の入力を受け付け、会議情報を会
議サーバ１０に登録する。
【００１３】
　会議の参加者は各自が使用するクライアント端末１５を会議室などに持参し、クライア
ント端末１５に会議資料を表示させる。例えばクライアント端末１５は会議の参加者から
会議の選択を受け付ける。会議の選択を受け付けたクライアント端末１５は選択された会
議の会議資料を会議サーバ１０から受信して表示する。
【００１４】
　なお、会議の参加者は誰でも発表者になることができる。他の参加者の操作するクライ
アント端末１５は発表者の操作するクライアント端末１５の画面に同期される。同期に関
する処理は後述のように会議サーバ１０を経由して行われる。なお、クライアント端末１
５の一例としてのインタラクティブボード１４も、発表者の操作するクライアント端末１
５にも参加者の操作するクライアント端末１５にもなることができる。
【００１５】
　例えば発表者の操作するクライアント端末１５で会議資料のページをめくった場合は他
の参加者の操作するクライアント端末１５で表示されている会議資料のページもめくられ
て同じ画面が共有されることになる。さらに、手書きメモや付箋の貼り付け、発表者が会
議資料にタッチペンやマウス操作などでマークや線を引いたり、文字を追加したりした内
容も他の参加者の操作するクライアント端末１５の画面に反映される。
【００１６】
　このように、会議の参加者は同じ会議資料や、手書きメモや付箋の貼り付け、発表者が
会議資料にタッチペンやマウス操作などでマークや線を引いたり、文字を追加したりした
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内容（以下、追加情報という）を全員で共有できる。したがって、会議の参加者は会議資
料の理解や議論を深めることができる。
【００１７】
　会議の終了後、会議資料は会議サーバ１０から文書管理サーバ１１に登録され、保管さ
れる。会議の終了後に会議資料や追加情報を確認する際、会議の参加者はクライアント端
末１５から文書管理サーバ１１にアクセスし、会議資料や追加情報を表示させる。
【００１８】
　文書管理サーバ１１は会議資料に追加した手書きメモや貼り付けられた付箋などの追加
情報が、追加されたままの状態で視覚的に確認できるように会議資料をクライアント端末
１５に表示させる。
【００１９】
　＜ハードウェア構成＞
　会議サーバ１０、文書管理サーバ１１、クライアント端末１５は、例えば図２に示すよ
うなハードウェア構成のコンピュータシステム１００により実現される。
【００２０】
　図２は本実施形態に係るコンピュータシステムの一例のハードウェア構成図である。図
２に示したコンピュータシステム１００は、入力装置１０１、表示装置１０２、外部Ｉ／
Ｆ１０３、ＲＡＭ（Random Access Memory）１０４、ＲＯＭ（Read Only Memory）１０５
、ＣＰＵ（Central Processing Unit）１０６、通信Ｉ／Ｆ１０７、及びＨＤＤ（Hard Di
sk Drive）１０８などを備え、それぞれがバスＢで相互に接続されている。
【００２１】
　入力装置１０１はキーボードやマウス等を含み、コンピュータシステム１００に各操作
信号を入力するのに用いられる。表示装置１０２はディスプレイ等を含み、コンピュータ
システム１００による処理結果を表示する。
【００２２】
　通信Ｉ／Ｆ１０７はコンピュータシステム１００をネットワークＮ１に接続するインタ
フェースである。これにより、コンピュータシステム１００は通信Ｉ／Ｆ１０７を介して
他のコンピュータシステム１００とデータ通信を行うことができる。
【００２３】
　ＨＤＤ１０８は、プログラムやデータを格納している不揮発性の記憶装置である。格納
されるプログラムやデータには、コンピュータシステム１００全体を制御する基本ソフト
ウェアであるＯＳ（Operating System）、及びＯＳ上において各種機能を提供するアプリ
ケーションソフトウェアなどがある。また、ＨＤＤ１０８は格納しているプログラムやデ
ータを、所定のファイルシステム及び／又はＤＢ（Data Base）により管理している。
【００２４】
　外部Ｉ／Ｆ１０３は、外部装置とのインタフェースである。外部装置には、記録媒体１
０３ａなどがある。これにより、コンピュータシステム１００は外部Ｉ／Ｆ１０３を介し
て、記録媒体１０３ａの読み取り及び／又は書き込みを行うことができる。記録媒体１０
３ａにはフレキシブルディスク、ＣＤ（Compact Disk）、ＤＶＤ（Digital Versatile Di
sk）、ＳＤメモリカード（SD Memory card）、ＵＳＢメモリ（Universal Serial Bus mem
ory）等がある。
【００２５】
　ＲＯＭ１０５は、電源を切ってもプログラムやデータを保持することができる不揮発性
の半導体メモリ（記憶装置）である。ＲＯＭ１０５には、コンピュータシステム１００の
起動時に実行されるＢＩＯＳ（Basic Input/Output System）、ＯＳ設定、及びネットワ
ーク設定などのプログラムやデータが格納されている。ＲＡＭ１０４は、プログラムやデ
ータを一時保持する揮発性の半導体メモリ（記憶装置）である。
【００２６】
　ＣＰＵ１０６は、ＲＯＭ１０５やＨＤＤ１０８などの記憶装置からプログラムやデータ
をＲＡＭ１０４上に読み出し、処理を実行することで、コンピュータシステム１００全体
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の制御や機能を実現する演算装置である。
【００２７】
　会議サーバ１０、文書管理サーバ１１、クライアント端末１５は、例えば上記のハード
ウェア構成のコンピュータシステム１００上でプログラムを実行することにより、後述す
るような各種処理を実現できる。
【００２８】
　＜ソフトウェア構成＞
　　《会議サーバ１０》
　図３は本実施形態に係る会議サーバの一例の処理ブロック図である。図３の会議サーバ
１０はプログラムを実行することにより、情報処理部２１、通信部２２、情報管理部２３
を実現している。情報処理部２１は会議に関する情報処理を行う。通信部２２は文書管理
サーバ１１やクライアント端末１５との間で通信を行う。
【００２９】
　会議サーバ１０は、予め会議の参加者などから登録された１つ以上の会議情報を有して
いる。会議情報は情報管理部２３によって管理される。会議情報は、開催予定日時、会議
資料、追加情報、会議参加のための認証情報などが含まれている。会議情報は会議ごとに
管理されている。つまり、会議サーバ１０は会議に紐付けて会議資料や追加情報を管理し
ている。
【００３０】
　　《文書管理サーバ１１》
　図４は本実施形態に係る文書管理サーバの一例の処理ブロック図である。図４の文書管
理サーバ１１はプログラムを実行することにより、表示制御部３１、検索部３２、認証部
３３、情報管理部３４を実現している。
【００３１】
　表示制御部３１はクライアント端末１５の表示を制御する。検索部３２はクライアント
端末１５に後述の検索機能を提供する。認証部３３は、文書に設定されているアクセス権
に従って認証を行う。情報管理部３４は後述の文書情報を管理する。文書管理サーバ１１
は会議の終了後、会議資料や追加情報から作成された文書を、会議サーバ１０から登録さ
れる。なお、会議サーバ１０から文書管理サーバ１１への文書の登録処理の詳細は、後述
する。
【００３２】
　　《クライアント端末１５》
　図５は本実施形態に係るクライアント端末の一例の処理ブロック図である。クライアン
ト端末１５はプログラムを実行することにより、ＵＩ表示部４１、情報処理部４２、認証
部４３、通信部４４、情報管理部４５、検索部４６を実現している。ＵＩ表示部４１は表
示制御部５１、入力操作制御部５２を有する。
【００３３】
　また、情報処理部４２はストローク処理部５３、付箋情報処理部５４、情報同期処理部
５５、資料取得部５６、会議情報取得部５７を有する。通信部４４は送受信制御部５８を
有する。
【００３４】
　ＵＩ表示部４１はＵＩに関する制御を行う。ＵＩ表示部４１の表示制御部５１は表示を
制御する。入力操作制御部５２は会議の参加者などからの入力操作を受け付け、その入力
操作を所定の通知先に通知する。
【００３５】
　情報処理部４２は会議の参加者などからの入力操作に応じて情報処理を行う。情報処理
部４２のストローク処理部５３はストロークに関する処理を行う。例えばストローク処理
部５３は手書きメモや、発表者が会議資料にタッチペンやマウス操作などでマークや線を
引いたり、文字を追加したりした内容をストローク情報として処理する。付箋情報処理部
５４は付箋の貼り付けに関する処理を行う。例えば付箋情報処理部５４は貼り付けた付箋
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の内容を付箋情報として処理する。
【００３６】
　情報同期処理部５５は発表者の操作するクライアント端末１５と他の参加者の操作する
クライアント端末１５とで同じ画面を共有する処理を行う。資料取得部５６は会議サーバ
１０から会議資料や追加情報を取得する。会議情報取得部５７は会議サーバ１０から会議
情報を取得する。
【００３７】
　認証部４３は認証に関する処理を行う。認証部４３は例えば会議参加のための認証処理
を行う。通信部４４は会議サーバ１０や文書管理サーバ１１との間で通信を行う。通信部
４４の送受信制御部５８は会議サーバ１０や文書管理サーバ１１との間で行う送受信を制
御する。情報管理部４５は情報を管理する。検索部４６は検索機能を提供する。
【００３８】
　＜処理の詳細＞
　以下では、本実施形態に係る情報処理システム１の処理の詳細について説明する。
【００３９】
　　《処理概要》
　会議の参加者のクライアント端末１５は、まず、会議サーバ１０と接続する。クライア
ント端末１５の会議情報取得部５７は会議サーバ１０から会議資料、追加情報を除いた会
議情報を取得する。
【００４０】
　クライアント端末１５のＵＩ表示部４１は取得した会議情報に基づき、登録されている
会議を表示する。会議の参加者はクライアント端末１５を操作し、表示されている会議か
ら参加する会議を選択する。会議が選択されると、クライアント端末１５の資料取得部５
６は選択された会議の会議資料、追加情報を会議サーバ１０から取得する。
【００４１】
　ＵＩ表示部４１は取得した会議資料、追加情報に基づき、会議資料に追加した手書きメ
モや貼り付けられた付箋などの追加情報が、追加されたままの状態で視覚的に確認できる
ように表示する。
【００４２】
　なお、クライアント端末１５の認証部４３は取得した会議情報に認証情報が含まれてい
ればクライアント端末１５を操作している会議の参加者に認証情報の入力を求める。認証
部４３は会議の参加者から入力された認証情報と会議情報に含まれる認証情報とを比較し
て認証を行う。認証に成功すれば、クライアント端末１５の資料取得部５６は選択された
会議の会議資料、追加情報を会議サーバ１０から取得する。
【００４３】
　発表者の操作するクライアント端末１５の情報同期処理部５５は、会議資料のページめ
くりが発生した場合に次に表示するページのページ番号の情報を、会議サーバ１０に送信
する。また、発表者の操作する情報同期処理部５５は、会議資料に追加情報が追加された
場合に、その追加情報を会議サーバ１０に送信する。
【００４４】
　会議サーバ１０の情報処理部２１はクライアント端末１５の情報同期処理部５５から受
信した次に表示するページのページ番号の情報や会議資料に追加された追加情報を、他の
参加者の操作するクライアント端末１５に送信する。他の参加者の操作するクライアント
端末１５の表示制御部５１は受信した次に表示するページのページ番号の情報や会議資料
に追加された追加情報に応じて表示を更新する。
【００４５】
　発表者以外の他の参加者は、会議資料のページめくりを行ったり、会議資料に追加情報
を追加したりする場合、後述するモードを共有モードから個人モードに切り替える必要が
ある。個人モードは、会議資料のページめくりを行ったり、会議資料に追加情報を追加し
たりしても、会議サーバ１０に通知されず、他の参加者の操作するクライアント端末１５
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とで同じ画面を共有する処理が行われない。
【００４６】
　個人モードでは、会議資料のページめくりを行ったり、会議資料に追加情報を追加した
りしたクライアント端末１５の表示だけが更新される。つまり、個人モードでは他の参加
者とは非同期で会議資料のページめくりを行ったり、会議資料に追加情報を追加したりす
ることができる。
【００４７】
　会議の終了後、会議資料は、その会議資料に追加された追加情報と共に、会議サーバ１
０に一時的に保管される。また、会議サーバ１０は個人モードで非同期に追加された追加
情報があれば、ユーザＩＤと共に保管する。会議サーバ１０に保管された追加情報は情報
の種類によって異なるデータ形式に変更される。
【００４８】
　例えば会議サーバ１０の情報処理部２１はストローク情報を会議資料とマージ（一つに
統合）する。ストローク情報をマージした会議資料は文書管理サーバ１１に文書として保
管される。
【００４９】
　なお、会議サーバ１０の情報処理部２１は付箋情報を会議資料とマージしない。情報処
理部２１は、付箋の色及び内容、付箋を貼り付けた対象のページ番号などを、文書として
保管する会議資料のプロパティ（特性情報）として文書管理サーバ１１に設定する。
【００５０】
　クライアント端末１５から会議資料や追加情報を確認する場合、会議の参加者はクライ
アント端末１５から文書管理サーバ１１にアクセスする。文書管理サーバ１１は会議資料
に追加した手書きメモや貼り付けられた付箋などの追加情報が、追加されたままの状態で
視覚的に確認できるように会議資料をクライアント端末１５に表示させる。
【００５１】
　なお、文書管理サーバ１１の検索部３２はクライアント端末１５からの検索要求に基づ
いて、文書情報のプロパティを利用して文書の検索を行うことができる。文書情報のプロ
パティに付箋情報が含まれるため、文書管理サーバ１１は付箋の色及び内容を用いた会議
資料の検索を実現できる。
【００５２】
　　《会議中のクライアント端末の画面イメージ》
　会議の参加者はクライアント端末１５を操作し、例えば図６に示すように会議資料を表
示させる。図６は参加者の操作するクライアント端末の一例の画面イメージである。図６
の画面は会議資料が表示されると共に、会議資料に追加情報を追加するための機能と発表
者及び他の参加者を切り替えるための機能とを有している。
【００５３】
　共有／個人モード切替ボタン１００１は共有モードと個人モードとを切り替える要求を
参加者から受け付ける。発表者切替ボタン１００２は発表者を切り替える要求を参加者か
ら受け付ける。
【００５４】
　図６の画面は会議資料に追加できる追加情報の一例として、手書き（ストローク）１０
１１と付箋１０１２とを表している。ストローク１０１１は、例えば会議資料の重要な箇
所をマークして強調する用途に使用したり、手書きで文字列を書き込むときに使用したり
する。
【００５５】
　付箋１０１２は重要なページなど後から見返したいページに添付することにより、効率
的に見直したいページに辿り着くことができるように使用する。また、付箋１０１２は内
容として文字列（コメント）を書き込むことにより、書き残した文字列を見直したいとき
に使用したりする。
【００５６】
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　具体的な操作として、会議の参加者は会議資料の書き込みたいページを表示している状
態で、手書き編集系ボタン１００３からペンの太さや色を選択し、タッチ操作やマウス操
作でストローク１０１１を書き込むことができる。また、会議の参加者は会議資料の付箋
を貼り付けたいページを表示している状態で、付箋追加ボタン１００４を押下し、付箋の
色を選択することにより、表示されているページに付箋１０１２を貼り付ける。言い換え
れば、参加者の操作するクライアント端末１５は付箋１０１２が貼り付けられたページが
表示される。
【００５７】
　さらに、会議の参加者は付箋コメント編集ボタン１００５を押下することで付箋１０１
２のコメントを編集する画面を表示させ、付箋１０１２のコメントを編集できる。会議の
参加者は付箋コメント表示ボタン１００６を押下することで付箋１０１２のコメントを表
示できる。
【００５８】
　図６は現在表示しているページとは違うページにも付箋１０１２が表示されている場合
を表している。図６の場合、会議の参加者は現在表示しているページと違うページの付箋
１０１２を選択（タッチパネルであればタップなど）することで、選択した付箋１０１２
が貼り付けられているページに切り替えて表示させることができる。
【００５９】
　図７は参加者の操作するクライアント端末の他の例の画面イメージである。図７の画面
は図６の画面の上から２番目の付箋１０１２が選択され、上から２番目の付箋１０１２が
貼り付けられているページに表示が切り替えられたあと、サムネイル一覧が選択されて表
示された例である。
【００６０】
　図７の画面は左側にサムネイル一覧１００７が表示されている。サムネイル一覧１００
７には会議資料の各ページのサムネイルが表示されている。なお、付箋が貼り付けられて
いるページのサムネイルは付箋が貼り付けられているように表示される。
【００６１】
　　《会議資料に対する追加情報の追加》
　会議の発表者が会議資料に対して追加情報を追加すると、発表者の操作するクライアン
ト端末１５Ａは追加情報を会議サーバ１０に送信する。会議サーバ１０は共有モードであ
れば、他の参加者が操作するクライアント端末１５Ｂに、発表者が追加した追加情報を送
信する。例えばストローク情報であれば、会議サーバ１０はペンの色、ペンの太さ、対象
のページ及びストロークの座標情報などを他の参加者が操作するクライアント端末１５Ｂ
に送信する。付箋情報であれば、会議サーバ１０は付箋の色、対象のページ及び付箋のコ
メントなどを他の参加者が操作するクライアント端末１５Ｂに送信する。会議サーバ１０
は個人モードであれば、他の参加者が操作するクライアント端末１５Ｂに、発表者が追加
した追加情報を送信しない。
【００６２】
　図８の会議サーバ１０は追加情報の一例としてストローク情報と付箋情報とを保管して
いる例を示している。ストローク情報及び付箋情報は、共有モード用と個人モード用とに
分けられて保管されている。個人モード用のストローク情報及び付箋情報は参加者を特定
するための情報の一例としてのユーザＩＤに紐付けられて保管される。
【００６３】
　会議の終了後、会議サーバ１０は後述のように会議資料と追加情報とを文書管理サーバ
１１に登録する。会議サーバ１０はストローク情報を会議資料とマージし、ＰＤＦなどの
データ形式に変換したあと文書管理サーバ１１に登録する。また、会議サーバ１０は付箋
情報を会議資料のプロパティとして文書管理サーバ１１に登録する。
【００６４】
　　《付箋を会議資料に貼り付ける処理》
　図９は付箋を会議資料に貼り付ける処理の一例のフローチャートである。例えば会議の
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発表者を含む会議の参加者はクライアント端末１５を操作し、付箋を貼り付けたいページ
を表示する。会議の参加者は例えば図６の付箋追加ボタン１００４を押下することで、会
議資料への付箋の追加を選択する。
【００６５】
　ステップＳ１において、会議の参加者が操作するクライアント端末１５は付箋の色を選
択させるダイアログを表示させる。参加者はクライアント端末１５を操作し、ダイアログ
から付箋の色を選択する。参加者に付箋の色を選択されたあと、クライアント端末１５は
ステップＳ２に進み、付箋のコメントの入力を待つ。
【００６６】
　ステップＳ３において、参加者が操作するクライアント端末１５は参加者から付箋のコ
メント編集完了が選択されるまでステップＳ２の処理を繰り返す。参加者から付箋のコメ
ント編集完了が選択されると、参加者が操作するクライアント端末１５はステップＳ４に
おいて付箋情報を生成する。
【００６７】
　なお、参加者が操作するクライアント端末１５は付箋のコメントが空（入力されていな
い状態）であっても、参加者から付箋のコメント編集完了が選択されると、ステップＳ４
の処理に進む。ステップＳ５において、参加者が操作するクライアント端末１５は生成し
た付箋情報を会議サーバ１０に送信する。
【００６８】
　ステップＳ６において、会議サーバ１０は発表者が共有モードで付箋を貼り付けたので
あれば、ステップＳ７に進み、他の参加者（会議参加者）が操作するクライアント端末１
５に付箋情報を送信し、その付箋情報を保管する。ステップＳ８において、発表者及び他
の参加者が操作するクライアント端末１５は例えば図６に示すように付箋を描画する。
【００６９】
　なお、ステップＳ６において、発表者が共有モードで付箋を貼り付けたのではないと判
定すると、会議サーバ１０はユーザＩＤと紐付けて付箋情報を保管するが、他の参加者が
操作するクライアント端末１５に付箋情報を送信しない。発表者が共有モードで付箋を貼
り付けたのではなければ、ステップＳ５で付箋情報を会議サーバ１０に送信したクライア
ント端末１５は例えば図６に示すように付箋を描画する。
【００７０】
　図９では付箋を会議資料に貼り付ける処理を説明したが、ストロークを会議資料に追加
する処理も同様である。ストロークを会議資料に追加する処理では例えば図９のステップ
Ｓ１～Ｓ３に替えてストロークを書き込む処理を行い、ステップＳ４～Ｓ７においてスト
ローク情報を送信し、ステップＳ８においてストロークを描画すればよい。
【００７１】
　　《会議資料の保管の設定を行う処理》
　図１０は会議資料の保管の設定を行う処理の一例のフローチャートである。例えば会議
の開催者は会議の終了後に会議資料の保管をどのようにするのかを例えば図１０に示すよ
うなフローチャートの処理により設定しておく。なお、会議資料の保管の設定は会議の登
録時に開催者が行うこともできるが、会議の終了時に発表者が行ってもよい。
【００７２】
　ステップＳ１１において、会議の開催者はクライアント端末１５を操作し、予め会議資
料として登録されているオリジナルの会議資料を文書管理サーバ１１に保管するか否かを
選択する。開催者によりオリジナルの会議資料を文書管理サーバ１１に保管することが選
択されると、クライアント端末１５はステップＳ１２に進み、開催者に文書管理サーバ１
１における保管先ディレクトリを設定させる。開催者によりオリジナルの会議資料を文書
管理サーバ１１に保管することが選択されなければ、クライアント端末１５はステップＳ
１２の処理をスキップする。
【００７３】
　次に、ステップＳ１３において、会議の開催者はクライアント端末１５を操作し、会議
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の終了後の追加情報が追加された会議資料を文書管理サーバ１１に保管するか否かを選択
する。開催者により追加情報が追加された会議資料を文書管理サーバ１１に保管すること
が選択されると、クライアント端末１５はステップＳ１４に進み、文書管理サーバ１１に
おける保管先ディレクトリを開催者に設定させる。開催者により追加情報が追加された会
議資料を文書管理サーバ１１に保管することが選択されなければ、クライアント端末１５
はステップＳ１４の処理をスキップする。
【００７４】
　さらにステップＳ１５において、会議の開催者はクライアント端末１５を操作し、個人
モードで追加情報が追加された会議の終了後の会議資料を文書管理サーバ１１に保管する
か否かを選択する。個人モードで追加情報が追加された会議資料を文書管理サーバ１１に
保管することが開催者により選択されると、クライアント端末１５はステップＳ１６に進
み、文書管理サーバ１１における保管先ディレクトリ等を開催者に設定させる。
【００７５】
　個人モードで追加情報が追加された会議資料を文書管理サーバ１１に保管することが開
催者により選択されなければ、クライアント端末１５はステップＳ１６の処理をスキップ
する。なお、ステップＳ１６で設定される内容は個人モードで追加情報が追加された会議
資料を文書管理サーバ１１に保存することを許可するか否かの設定、機密性の高い会議資
料などの場合に文書管理サーバ１１からのダウンロードを禁止する設定等がある。開催者
は文書管理サーバ１１を使用し、機密性の高い会議資料等へのアクセス権を厳しく設定す
ることで、機密性を保持できる。
【００７６】
　文書管理サーバ１１は例えば参加者のユーザ名やユーザＩＤなどのユーザ特定情報と紐
付けて、個人モードで追加情報が追加された会議資料を、文書管理サーバ１１の設定され
た保管先ディレクトリに保管する。文書管理サーバ１１のアクセス権機能と、ユーザ特定
情報とを紐付けることによって、文書管理サーバ１１は、個人モードで追加情報が追加さ
れた会議資料を、追加情報を追加した各個人にだけ見せることも可能である。
【００７７】
　図１０のフローチャートの処理により、会議の開催者は会議の終了後に会議資料をどの
ように文書管理サーバ１１に保管するかを設定できる。
【００７８】
　　《会議サーバ１０から文書管理サーバ１１への登録処理》
　図１１は文書管理サーバへの登録処理の一例のフローチャートである。例えば図１０に
示すフローチャートの処理により会議資料の保管が設定されていると、会議サーバ１０は
会議の終了後、図１１のフローチャートの処理により会議資料を文書として登録する。
【００７９】
　ステップＳ２１において、会議サーバ１０は文書管理サーバ１１に保管させる会議資料
の追加情報にストローク情報が含まれるか否かを判定する。追加情報にストローク情報が
含まれていれば、会議サーバ１０はステップＳ２２に進み、ストローク情報を会議資料と
マージし、１つの文書（登録する文書）とする。なお、会議サーバ１０は追加情報にスト
ローク情報が含まれていなければステップＳ２２の処理をスキップし、会議資料を登録す
る文書とする。
【００８０】
　ステップＳ２３において、会議サーバ１０は登録する文書の仮文書を、文書管理サーバ
１１のＡＰＩ（Application Programming Interface）を介して、設定されている保管先
ディレクトリに作成する。なお、仮文書は終了処理が実行されるまで、文書管理サーバ１
１を使用するユーザから確認することができない。ステップＳ２３の段階では、会議資料
の電子データが、設定されている保管先ディレクトリに登録されている。
【００８１】
　また、ステップＳ２４において、会議サーバ１０は登録する文書のプロパティを文書管
理サーバ１１に設定する。文書のプロパティには会議サーバ１０で会議情報として保持し
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ていた開催予定日時、付箋情報などが含まれる。ステップＳ２５において、会議サーバ１
０は登録する文書にアクセス権を設定する。アクセス権は誰に見せたい文書なのか、誰に
見せたくない文書なのかを設定するものである。
【００８２】
　例えば管理者以外にはダウンロードなど、文書を持ち出すことを許さない場合は、管理
者にアクセス制限としてフルコントロールを設定し、それ以外のユーザに閲覧制限を設定
する。その他、特定のユーザだけに文書を見せることもできるため、追加情報が追加され
た会議資料に対応する文書は、その追加情報を追加したユーザだけにアクセス権があるよ
うに設定することもできる。さらに、共有モード用の追加情報が追加された会議資料に対
応する文書は、その会議に参加した参加者だけにアクセス権があるように設定することも
できる。
【００８３】
　文書のプロパティの設定、及び、文書のアクセス権の設定が完了し、登録する文書の設
定が完了すると、会議サーバ１０はステップＳ２６に進み、仮文書の終了処理を実行する
ことで、仮文書の反映を行う。仮文書を反映させることで、仮文書は文書管理サーバ１１
を使用するユーザから確認できる文書となる。
【００８４】
　　《会議情報と文書情報との関係》
　図１２は会議情報と文書情報との関係を表した一例の説明図である。会議サーバ１０は
図１２に示すような会議情報を有している。会議情報には会議の情報と、会議資料の情報
とが含まれる。例えば図１２の会議情報に含まれる会議資料を登録する場合は、文書管理
サーバ１１に図１２に示すような文書情報が登録される。
【００８５】
　まず、図１１において説明したように、会議情報に含まれるストローク情報は会議資料
とマージされている。会議情報に含まれるストローク情報以外の情報は文書情報に含まれ
る文書のプロパティとして文書管理サーバ１１に登録される。例えば文書のプロパティに
含まれる文書名は会議名により付けられる。保管先は、設定された保管先ディレクトリと
なる。付箋情報は会議情報の付箋情報となる。付箋情報には、例えば上述したように付箋
の色、対象のページ及び付箋のコメントなどが含まれる。
【００８６】
　その他の文書のプロパティは文書管理サーバ１１が付与する値であるため、会議サーバ
１０からの情報の登録が必須でない。ただし、文書のプロパティは任意に増やすことがで
きるため、開催者や開催場所の情報を自動的に会議サーバ１０から文書管理サーバ１１に
登録させることができる。
【００８７】
　　《アクセス権の設定》
　図１３は文書管理サーバでアクセス権を設定する画面の一例のイメージ図である。図１
３の画面はユーザ毎にアクセス権を設定できる。図１１のステップＳ２５における登録す
る文書にアクセス権を設定する処理は、図１３の画面において行うアクセス件の設定を文
書管理サーバ１１のＡＰＩ経由で行うものである。
【００８８】
　　《文書管理サーバ１１に保管されている文書の閲覧》
　文書管理サーバ１１では例えばツールバーにある検索ボタンやメニューから検索を選択
することにより図１４に示すような検索画面を表示させることができる。図１４は検索画
面の一例のイメージ図である。
【００８９】
　会議サーバ１０から文書管理サーバ１１に文書が登録される際、会議サーバ１０で保管
していた会議の情報、付箋情報などは図１２に示したように文書のプロパティとして文書
管理サーバ１１に登録される。
【００９０】
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　このように、付箋情報を文書のプロパティとして文書管理サーバ１１に登録することに
より、会議資料に追加された付箋情報は一元管理されるのと同時に、文書管理サーバ１１
の検索機能を活用することができる。
【００９１】
　活用方法の１つとして、文書管理サーバ１１は会議中に会議資料に追加された付箋情報
を元に文書を検索できる。文書のプロパティから文書を検索する場合、ユーザは文書の何
のプロパティを元に検索を行うのかを検索画面から選択する。
【００９２】
　図１４ではプロパティの付箋情報を元に検索を行うことが選択されている。更に、図１
４では付箋情報に対して、どのような検索条件で検索を行うのかを設定する。例えば付箋
情報に対しては、付箋がついている文書、ついていない文書、特定の色の付箋がついてい
る文書などを検索条件として設定できる。
【００９３】
　さらに、文書管理サーバ１１では複数のプロパティを組み合わせて検索を行うことも可
能である。図１５、図１６は検索画面の他の例のイメージ図である。図１５は付箋情報に
対して図１４の検索条件と、付箋のコメントの内容の検索条件とを組み合わせて検索を行
う検索画面の例を示している。また、図１６は付箋情報に対して図１４の検索条件と、文
書が登録された日の検索条件とを組み合わせて検索を行う検索画面の例を示している。
【００９４】
　文書のプロパティに対する検索条件は、全て一致（ＡＮＤ条件）又は何れか一致（ＯＲ
条件）を選択できる。このように、会議サーバ１０は会議の情報や、会議中などに追加さ
れた付箋情報や会議の情報などを文書のプロパティとして文書管理サーバ１１に登録する
ことができるので、会議資料と、その会議資料に追加された付箋情報とを効率よく活用で
きる。
【００９５】
　　《文書管理サーバ１１による文書一覧画面》
　文書管理サーバ１１は例えば図１７に示すような文書一覧画面をクライアント端末１５
に表示させる。図１７は文書一覧画面の一例のイメージ図である。図１７の文書一覧画面
では、文書管理サーバ１１に登録された文書を表示する際、会議資料にマージされている
ストロークが会議で追加された状態のまま表示される。
【００９６】
　付箋情報は文書のプロパティとして登録されているため、図１７の文書一覧画面に表示
する場合、視覚的に付箋として表示する。なお、ユーザは現在表示しているページと違う
ページの付箋を選択することで、選択した付箋が貼り付けられているページに切り替えて
表示させることができる。
【００９７】
　　《文書管理サーバ１１によるビューア画面》
　文書管理サーバ１１は例えば図１８に示すようなビューア画面をクライアント端末１５
に表示させる。図１８はビューア画面の一例のイメージ図である。図１８のビューア画面
は例えば図１７の文書一覧画面から一つの文書が選択されると表示される。なお、図１８
のビューア画面では左側にサムネイル一覧が表示されている。付箋が貼り付けられている
ページのサムネイルは付箋が貼り付けられているように表示される。
【００９８】
　　《その他の処理》
　なお、本実施形態に係る情報処理システム１では、付箋情報を文書のプロパティとして
登録しているが、ストローク情報に関しても、例えば文字列であればＯＣＲ（Optical Ch
aracter Reader）により全文検索の対象とすることもできる。
【００９９】
　＜まとめ＞
　以上のように、本実施形態に係る情報処理システム１は、会議サーバ１０から会議資料
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を文書管理サーバ１１に文書として登録するとき、会議資料に追加された付箋情報などの
追加情報を文書のプロパティとして登録できる。したがって、本実施形態に係る情報処理
システム１では、会議の終了後も、会議資料に貼り付けられた付箋を元に文書を検索する
やページ切り替えを行うことができ、会議資料に追加された追加情報の活用性を高めるこ
とができる。
【０１００】
　本発明は、具体的に開示された上記の実施形態に限定されるものではなく、特許請求の
範囲から逸脱することなく、種々の変形や変更が可能である。
【０１０１】
　なお、特許請求の範囲に記載した会議装置は会議サーバ１０に相当する。文書管理装置
は文書管理サーバ１１に相当する。端末装置がクライアント端末１５に相当する。コンテ
ンツが会議資料に相当する。特性情報がプロパティに相当する。
【符号の説明】
【０１０２】
　１　　情報処理システム
　１０　　会議サーバ
　１１　　文書管理サーバ
　１２　　タブレットＰＣ
　１３　　ノートＰＣ
　１４　　インタラクティブボード
　１５、１５Ａ、１５Ｂ　　クライアント端末
　２１　　情報処理部
　２２　　通信部
　２３　　情報管理部
　３１　　表示制御部
　３２　　検索部
　３３　　認証部
　３４　　情報管理部
　４１　　ＵＩ表示部
　４２　　情報処理部
　４３　　認証部
　４４　　通信部
　４５　　情報管理部
　４６　　検索部
　５１　　表示制御部
　５２　　入力操作制御部
　５３　　ストローク処理部
　５４　　付箋情報処理部
　５５　　情報同期処理部
　５６　　資料取得部
　５７　　会議情報取得部
　５８　　送受信制御部
　１０１１　　手書き（ストローク）
　１０１２　　付箋
　１００　　コンピュータ
　１０１　　入力装置
　１０２　　表示装置
　１０３　　外部Ｉ／Ｆ
　１０３ａ　　記録媒体
　１０４　　ＲＡＭ（Random Access Memory）
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　１０５　　ＲＯＭ（Read Only Memory）
　１０６　　ＣＰＵ（Central Processing Unit）
　１０７　　通信Ｉ／Ｆ
　１０８　　ＨＤＤ（Hard Disk Drive）
　Ｂ　　バス
　Ｎ１　　ネットワーク
【先行技術文献】
【特許文献】
【０１０３】
【特許文献１】特開２００７－２８０２３５号公報
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